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1.はじめに

これまで､冬季のスポーツとしてスキ-人口は増大の一途をたどってきたo特に､長野県のよう

な山国にとっては､農村地帯 ･山村地帯の冬季の産業として拡大の一途をたどり､スキー場開発も

各地で積極的に進められてきた｡そのことにより一部の山間地域は過疎化を経験することなく､地

域社会の発展も可能となった｡しかしながら､この数年､スキー人口は拡大から縮小へと転じてき

ており､これまで冬季観光で発展してきた地域は深刻な影響を受けている｡

表 1は1980年以降の長野県-の観光客数である｡データの作られ方から考えると統計数字の正確

性という点には疑問があるが(1)､大まかな傾向を判断する材料にはなるだろうOこのうち､スキー

観光については1-3月の観光客数によって代替させることにより､大よその動向を把握すること

ができる｡特に､スキーの場合には､宿泊者数やリフト券販売枚数など､観光客数を把握するため

の確実な根拠があると考えられるので､数字自体は比較的に正確であると判断できる占表1による

と､長野県-の観光客数は1980年代には増加を続けてきたが､1990年代のはじめにピークを迎え､

以後､減少傾向を見せていく｡スキーを主体とする冬季観光を見ていくと､1993年の2840万人をピ

ークにして､8年の間に300/.近く観光客が減っているのである.数字の精度についてはともかくと

して､長野県内スキー場の観光客数は総体として減少しており､スキー観光の経営に大きな影響を

及ぼしていることだけは間違いない｡

ウインター･スポーツとして､スキー人口がなぜ減少したかということについては､さまざまな

説明が可能である｡長期不況の影響､レジャーの多様化､人口構造の変化など､多様な要因が絡ま

っていると考えられる｡しかし､不況の中でも海外旅行者数は増加傾向にあるから､スキー客の減

少は一時的なものというよりは､趨勢的なものととらえる必要があるように思う｡ただ､ここでは

原因の分析については触れない.本稿では､スキ-が経済成長期とそれ以降の時期に､地域をどの

ように変えていったかについて､飯山市を､その中でも戸狩温泉スキー場を抱える太田地区を取り

上げてみたい｡

2.飯山市のスキー場開発

飯山市には明治末にスキーが導入され､それとともにスキー製造工業も勃興した｡スキー場とし

て最も古いのは1926年に開設された神明ヶ丘スキー場 (飯山スキー場)であり､市街地からも近く､

リフトも1955年12月に設置された｡しかし､市内および県内で数多くのスキー場が作られ､スキー

が大衆スポ-ツとして本格的に普及すると共に経営不振におちいり､1970年にぼリフトの運行を中

止した｡(2)

他方､高度成長の前後から､飯山市のスキー場開発の動きは始まる｡以下､詳しい説明は省き､
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表1 長野県への観光客数

(単位 :100人)

総 数 1-3月

1980 776,210 154,810

1981 807,503 173,621

1982 795,950 180,283

1983 808,581 188,294

1984 831,405 195,500

1985 863,196 199,451

1986 891,949 205,582

1987 884,655 202,203

1988 910,210 214,803

1989 959,385 245,081

1990 1,004,678 260,870

1991 1,076,412 279,901

1992 1,044,948 279,898

1993 1,044,889 283,946

1994 1,043,192 280,762

1995 998,982 259,262

1996 1,014,203 259,865

1997 1,053,273 250,206

1999 912,782 213,259

2000 966,253 222,155

2001 941,962 205,905

『長野県統計番』各年版によるO原資

料は､長野県観光課 『観光地利用者統

計調査結果如
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戦後に開設されたスキー場を列挙するo(3)なお､スキー場

開設の指標としては､リフトの開設時点を選んだ｡

戸狩スキー場--･1956年の県総合体育大会､翌年の全国

高校スキー大会をきっかけとして民宿を開設する動きが生

まれた｡1960年に地元住民の出資により戸狩観光株式会社

が設立され､同年12月に第-リフトが完成し運行が始めら

れた｡

信濃平スキー場.I--太EET地区に隣接する外様地区でも､

ほぼ同時期に同様の手法で黒岩山斜面のスキー場開発を進

めていった｡1962年に信濃平観光株式会社を設立してリフ

トを開設させた｡

北飯山スキー場･･,-北飯山地区でも地元有志によって北

飯山観光開発株式会社が設立され､1964年に北飯山スキー

場第一リフトが建設された｡しかし､スキー場の開設が周

辺部分で続くに連れて､客足も伸び悩み､1976年に隣接の

飯山国際スキー場に吸収される形で閉鎖された.

北竜湖スキー場･--1961年に､東京の学校法人 (文化服

装学園)が北竃湖畔への山荘建設を決定した｡この時に､

スキ-場の開発も合わせて進め､1962年に第- リフトを建

設した.このスキー場は初心者向きの小規模なスキー場で

あるが､学校法人が運常している点で特異であるO

斑尾スキー場--･斑尾高原は､長野県および新洛県の周

辺町村にまたがる山域であるが､長野県企業局の主導によ

って菅平方式で開発が進められた｡菅平方式とは､菅平南

原を1963年から開発したときに導入された手法である｡地

元の財産組合が所有する土地が長野県に捷倶される｡長野県は分離後の剰余金5億円のうち､ 1億

円を財産組合の分担金にあて､残りの4億円を県と財産組合で折半するOこの方式をとれば､地元

所有の土地がある限り､その土地を現物出資することによって開発が可能となるO(4)当抑 ま保健保

養地として開発する計画であったが､途中から藤田観光のスキ-場計画がこれに加わった.1971年

から別荘地の分辞が開始され､翌年には斑尾スキー場も開場した｡

飯山国際スキー場･t--斑尾高原の開発に連動して道路建設が進められるにつれて､入り口に当た

る旭地域のスキー場開発も進められていった01971年に地元でスキー場開発準備委員会を轄成し､

外部資本 (グリーンスタンプ)の出資を仰いで1973年12月に開業した｡

このように､高度成長期以降､飯山の地におけるスキー場開発は活発に進められていったOこの

時期は､飯山市のみならず長野県内全域で､そして日本中でスキー場の開発が進んだ時期でもあっ

た.所得の増大によってレジャー人口も増加していき､スキー産業はウインター･スポ-ツの花形
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として成長を遂げていった｡また､冬季の収入源として出稼ぎに頼らざるを得なくなっていた雪国

の農村にとっては､スキーが冬季の収入源を用意してくれた｡それと同時に､スキー場間の競争も

激しくなり､飯山スキー場のように規模の小さなスキー場は閉鎖に追い込まれることもあったが､

スキーという市場の拡大は続いていったのであるo

しかしながら､この十年ほど､スキー市場に大きな変化が訪れている｡先の表1でみたように､

長野県のスキー客数が減少を続けており､スキー市場の縮小という現象が現れてしこるのである｡若

年層の減少という人口構造の変化を考えるならば､ピーク時にスキー客の数が戻るということはあ

り得ないように考えられる｡

『長野県統計書』から､飯山市の観光客入り込み数を表2にまとめてみた｡表注に記したが､い

くつか数字に不連続性があることに注意する必要がある｡冬季の観光は､いずれの地点も1990年代

初頭にピークを迎えた後は､減少-と向かっている｡スキー場の経常は非常に厳しい状況に置かれ

ることとなり､表2には2001年までの数値しか掲載されていないが､2002年には飯山国際スキー場

と信濃平スキー場が閉鎖されることとなったoまた､隣接する野沢温泉スキー場 (村営)も近年赤

字に転落し､木島平スキー場 (村営)も同様の問題を抱えている｡飯山市とこの両村は町村合併-

と向けて話が進んでいたが､公営スキー場の赤字問題が重要な課題として浮上し､木島平村は合併

の協議から離脱したO(6)他方､1995年に湯滝温泉が開業し､1997年にはなべくら山森の家が開館し

た｡いずれも飯山市の公設施設であり､市の観光開発 ･観光行政自体が通年型観光､夏型観光へと

シフトしている｡また､斑尾高原と戸狩は冬季の観光客は減少しているが､冬季以外の期間では観

光客の増加が見られる｡このように､冬季依存型の観光は限界を迎えており､縮小均衡の模索が続

いている｡

それゆえ､2004年末の時点で､飯山で営業を行っているスキー場は､戸狩スキー場､斑尾スキー

場､北竜湖スキー場､この3つになってしまったQ表3は2001年初頭の飯山市内のスキー場一覧で

あるが､この表を見ると､ゲレンデの面積､リフトの数､駐車場の収容台数が小さなスキ-場､す

なわち､比較的大規模なスキ-場が生き残っていることがわかる｡(なお∴紅尾高原サソパテッイ

クスキー場は小規模であり､斑尾高原スキー場と経営主体が異なるが､近接しており､一体のもの

とみなすことができる｡)ただし､北竜湖スキー場は面積が最も狭く､かつ他のスキー場とつなが

っていないが､学校法人の付属施設という性格をもっていることを考慮に入れる必要があろう｡そ

して､商業ベースで稼働しているスキー場は2つしかない.この2つのスキー場の性格は対照的で

ある｡

戸狩スキー場は地元出資という形で始まり､株主は地元太田地区の住民に限定されている｡(た

だし､設立の事情から､東京のスポーツ用品店も株主の一員と11:っている｡)また､宿泊場所とし

て地域の農家が民宿を開設した｡すなわち､地元でスキー場を経営し､地元で民宿を営むという地

元経常方式をとっており､住民多数が何らかの形で関与している｡

他方､斑尾スキ-場は､人家のない山間地が開発の対象となり､また､菅平方式が導入された結

果､行政区を含んだ地元の地権者は土地をすべて売却した｡スキー場は地域外の観光開発会社によ

って経営され､宿泊施設も観光開発会社のホテルや造成地区に入ってきた人々によるペ ソショソが

主体となっている｡(表4参照)

戸狩や信濃平が地元開発方式でスキー観光を築き上げてきたのに対して､斑尾はそれとは対照的
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表2 飯山市への観光客数
(単位 :100人)

飯山*1 斑尾高原*2 飯山国際*3 信濃平 1

総数 1--3月 総数 1-3月 総数 1-3月 総数 1-3月

1980 415 30 3,207 1,860 416 286 671 400

1982 377 23 3,470 1,855 432 309 818 556
1983 388 23 3,578 i,950 449 325 859 585
1984 401 ′25 3,692 2,060 489 360 976 660
1985 449 26 4,254 2,510 512 381 892 535
1986 484 31 4,193 2,467 509 379 988 575
1987 520 32 4,558 2,605 481 367 1,148 680
1988 497 38 5,944 3,808 527 397 1,290 775
1989 511 38 7,210 4,961 526 396 1,327 785
1990 514 47 7,356 5,517 516 392 【1,562 1,011
1991 517 47 7,961 5,624 551 438 1,644 1,108
1992 522 50 7,894 5,992 487 368 1,599 1,1.08
1993 523 51 7,734 5,989 498 374 1,613 1,145
1994 524 52 7,401 5,690 420 3(.)4 1,447 997
1995 514 44 6,670 4,962 360 246 1,299 830
1996 548 64 6,113 4,523 369 261 1,226 851
1997 1,519 1,053 5,532 4,038 222 181 1,062 735
1998 1,228 670 5,005 3,411 216 177 944 632
1999 1,323 732 8,765 4,781 199 177 987 615
2000 1,469 792 8,111 4,434 163 138 1,0ラ2 673
2001 1,629 944 7,463 3,783 126 126 974 580

戸狩*4 北帝湖 場滝温泉 なべくら高原

総数 1-3月 総数 1--3月 総数 1--3月 総数 1-3月

1980 2,430 1,438 541 159 - - - -
1981 2,716 1,712 572 174 - - - -
1982 2,858 ･1,796 539 173 - - - -
.1983 2,998 1,935 563 181 - - - -
1984 3,179 2,117 593 191 - - -
1985 3,353 1,995 598 170 - - - -
1.986 3,366 2,066 579 149 - - - -
1987 3,257 1,985 575 141 - - - -
1988 3,596 2,460 563 152 - - - -
1989 4,222 3,043 533 153 - - - -
1990 4,237 3,255 531 157 - - - -
1991 5,36.6 4,035 549 164 - - -
1992 5,819 4,474 535 166 - - - -
1993 6,260 4,849 532 180 1,511 426 - -
1994 5,857 4,522 494 178 1,359 339 - -
1995 5,280 3,698 448 149 1,159 293 - -
1996 4,921 3,593 1,344 174 1,052 297 - ■-I-
1997 3,291 2,494 1,264 114 990 282 189 0
1998 3,466 2,446 760 87 880 237 244 -33
1999 4,900 2,689 1,706 123 881 240 234 37
2000 4,859 2,325 2,331 78 ･868 244 356 147
2001 4,512 2,055 1,644 79 81.7 220 330 109

『長野県統計番』各年版による｡原資料は､長野県観光課 『観光地利用者統計調査結果』o
*1 飯山は､1987-1996年までは飯山と北飯山の合計値O
*2 斑尾高原は飯山市分のみ｡
*3 飯山国際は1986年までは､｢北飯山･飯山国際｣の数値､1987-1996は ｢北飯山｣と ｢飯山国際｣の合計値｡
*4 戸狩は､1986年までは戸狩小境を含む｡
*5 1981年の数値は 『長野県統計宙』の訂正衆では不自然であり､斑尾高原の飯山市分と藍田村分が入れ替わっていると
判断した｡
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に､外部資本の導入によってスキー観光開発が行われてきた｡さらに付け加えるならば､北竜湖は

学校施設の運営という枠の中でスキー場の建設 ･運営を行ってきており､前二者とはまったく異な

った形でスキー場経営が行われてきた｡

表3 飯山市内スキー場一覧 (2001年 1月1日現在)

｢~~ーー~~~~ 斑尾高原 斑尾高原サンバティック 飯山国際 信濃平 戸狩 北竜湖

面積 (ha) 185 38 30 40 190 15

日 )フト基数 (塞) 18

飯山市商工観光課資料｡

表4 観光地別宿泊施設

ペン′シ′ヨ 貸別荘､ 旅館 民宿 保養所､

~一手 5-5-0~l

63

270

6,928

斑尾高原なべくら高原飯山信濃平戸狩温泉北竜湖 ll3 80 310 4 161073 3㌧1 9710.7161074

2003年1月1日現在｡飯山市商工観光課資料｡

このように､現存するスキー場の性格は三者三様であり､非常に対照的であるo(1)地元出資で建

設 ･経営され､地元の農家が民宿を経営するスキー場､(2)外部のレジャー資本によってホテルと一

体化して建設 ･経営され､さらにこれにペンション群が加わったスキー場､(3)学校法人によって所

次節以下では､第-のタイプである戸狩スキー場の開発の過程について簡単に記述し､現状と地

域の課題について検討してみたい｡

3.太田地区とスキー観光

(1)旧太田村の冬季副業

戸狩スキー場が位置する場所は､旧太田村の地籍である｡明治 9(1876)年に､豊田村と常郷村

が合併して太田村となり､さらに1956年9月に飯山市の第二次町村合併により飯山市に編入された｡

現在の､瀬木､曽根､三郷､今井､大深､小境､柳沢､五菜､堀ノ内､北条､五荷､蕨野の12集落

が旧太田村に対応する｡前の五集落が旧豊田村を構成し､後の七集落が旧常郷村を構成していた｡
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なお､戸狩は実際に

は太田地区 (旧太田

村)ではなく､隣接

する常磐地区 (旧常

盤村)の集落名であ

る｡これら集落のう

ち､実際にスキー場

の建設 ･経営と民宿

の経営に密接に関係

してきたのは､瀬木､

蕨野､北条､五荷な

ど､山側の約半数の

集落である｡(図 1

を参照｡なお､この

図には書ききれなか

ったが､戸狩野沢温

図1 太田地区の集落配置

( ≡野

三郷

瀬木

五菜 今井

堀之内 大深

I.小境 柳沢

ヽ t
v' l

†
-
.､′

､

曽根

泉駅は大深のはずれ辺りに位置し､現在の戸狩温泉スキー場は､北条から蕨野にかけての山沿に位

置している｡)

高度成長以前の太田地区の地域経済の基盤は､米を中心とした農業経営にあり､さらに冬季副業

として蓑と和紙の生産がもう一つの経済的柱であった｡戦後､蓑の生産額は順調に伸びていったが､

1955年頃をピークとして､その後はビニール製品等に押されるようになり､急速に販売額を落とし

ていった｡(6)旧来の冬季副業の衰退と共に､出稼ぎが増大していったが､高度成長の初期の時点で､

エノキ茸の栽培とスキー観光が導入されていき､この2つの部門が順調に拡大していった結果､出

稼ぎに頼らずに冬季の就業を確保することが可能となった｡

(2)スキー場の開発

旧大日村のスキー場開発の歴史は1956年にさかのぼる｡この年の二月に長野県総合体育大会スキ

ー競技会が隣接地の黒岩スキー場 (後の信濃平スキー場)で開催され､翌年､インター/､イが同ス

キー場で開催されることになったO太田地区でもスキー客誘致の可能性が生まれ､1956年2月に民

宿組合設立準備会が開催され､太田観光協会が設立された｡

スキー場および民宿の営業は次のシーズンから始まったが､しばらくは客の数は微々たるもので

あった｡本格的な誘客に乗 り出すためにはリフトの建設が必要であり､1959年からリフト建設の話

が持ち上がり､1960年に建設に着手し､12月に竣工した｡ リフト建設の費用として350万円が必要

となり､資金調達が問題となったが､地元が100万円を出資し､残金を地元と縁故のある運動具店

が出資して建設に着手することができた｡また､建設と経営の母体としては資本金50万円で株式会

社を作 り､ここが経営に当たることとした｡会社とスキー場の名称としては､国鉄の駅名として知

名度のある戸狩が選ばれ､｢戸狩スキー場｣および ｢戸狩観光株式会社｣となった｡(7)なお､資本金

については陸運局の許可を得るために増額が必要となり､1962年の株券発行の時点で､総額200万
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円 (うち､地元が130万円､運動具店が70万円)となった｡

第一リフトの建設によって､スキ-客は順調に増えていき､経営は数年にして軌道に乗っていっ

た01963年には第二リフト､1965年には第三リフトを増設し､1985年までに九基の1)フトを建設し

ている｡なお､第二リフトの建設時にも資金調達の問題がまだ残 り､別の会社を作 り(三嶋観光株

式会社)建設に当たったが､1968年に両会社は合併している｡

戸狩スキー場への観光客の増加と共に､リフトも増設され､増資も繰 り返されていった｡1990年

4月末時点での戸狩観光の資本金額は9,945万円となった｡

(3)第二ゲレンデの建設

1961年には､第二ゲレソデの

建設の構想が持ち上がった｡翌

年に､戸狩スキー場の東側の蕨

野に第二ゲレンデが開設され､

延長80mのロープ トー (ロー

プだけを使用するスキー客運搬

施設)を地元出資 (蕨野地区を

中心に90戸)で建設した｡1964

年10月には太田観光株式会社が

設立され､第-ゲレンデ第二リ

フト建設の翌年にリフトの建設

が行われた｡建設資金の総額は

約1,200万円であったが､この

餌
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うち半分の600万円を資本金でまかなった｡(資本金は600万円､額面500円で12,000株を発行した｡)

このうち､4,000株 (200万円分)はリフトを建設した会社に支払金の代わりとして宛て､地元が2

-3年後に株を買い取るという契約を結んだ｡(8)

戸狩観光設立当時には､スキ-場の先行きに対する地元住民の懸念も大きく､出資者を集めるの

に苦労したが､4年間の間に観光客も増え､有望性も認識されてきていた｡また､すでに民宿経常

を行っている農家も30軒以上現れていたO(図2のグラフを参照されたい｡)すでに創業の苦難は戸

狩観光によって乗り越えられた後で､太田観光株式会社の立ち上げは比較的スムースに進んでいっ

た｡その後もリフト建設は進められていき､1990年4月末現在で七基となり､資本金は7,450万円

となった｡

(4)1990年代以降の戸狩スキー場

戸狩スキー場の入り込み客数 (延べ滞在日数)を見ると､リフトがなかった時代には微々たるも

のであったが､リフト建設以降､急速に入り込み客は増えていった｡1972年には入り込み客数が減

少してし.､るが､これは雪不足によるものであり､スキー客増加の趨勢は途切れることなく続いてい

った｡さらに､1980年代に入って新たな成長が見られ､10年の間にスキー客は倍以上に増加してい

る ｡(9)
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1991年8月には､戸狩観

光と太田観光は合併し､新

社名は戸狩観光開発株式会

社となった｡形式的には太

田観光が戸狩観光に吸収さ

れる形をとったが､実質的

には対等合併である｡旧戸

狩観光の発行株数は額面

500円で130万株､旧太田観

光の発行株数は14万9千株

とされた｡(10)

この両会社は､競争的､

競合的に発足したわけではなくて､地元の出資によるスキー場経常を拡大するために新たな会社を

作って進めてきたという経緯があった｡リフトの増設と共に､二つのゲレンデは上部で行き来が出

来るようになっており､リフト券が別々という問題があったが､1972年のシーズソからは共通券が

導入され､スキー客にとっての不便は解消されていったoLかし､1969年と1972年か羊､国有地を借

り受けてスキー場を拡大したときに､営林署と市から将来の合併を指導されており∴結果的に両社

とも経常のピーク時に合併に踏み切ったことになる｡合併によって資本力も増大し､地区の観光開

発を統一的に進めて行きやすい体制が整ったといえるo

例えば､合併の前後から温泉の掘削を開始し､1991年には温泉が噴出している｡そして､この年

の12月より戸狩温泉の常葉を開始し､スキー場の名称も ｢戸狩温泉スキー場｣と改称したo

戸狩スキー場の観光客数は1992年のシーズンにピークを迎え､シーズン中は宿泊施設がすべて満

室という状態が統いたというOこのような状態は翌年も維持されたが､1994年以降､スキー客は毎

年減少を続けていき､2003年のシーズンは三分の一以下の15万人にまで減少してしまった02000年

前後からスキー場経常は赤字に転落しているoL,1980年代に､急速にスキー客が増大していったのだ

が､その反動のように､1990年代以降､スキー客の急速な減少を経験しているのである｡

4.スキー観光と集落

スキー観光の拡大と共に､農家民宿も増加していった｡民宿の数は､当初は6軒であったが最盛

期には154軒 (1978年)にまで増えた｡しかし､その後は淘汰も進み､2003年の数字では107軒にな

っている｡

スキ-観光が集落の与えた効果を見るために､農業集落カードによって1970年から2000年の集落

変化の一端をまとめてみた｡(表5)

この表によれば､民宿は､堀之内､北条､五荷､瀬木､蕨野､曽根の大集落に集中していること

がわかる01970年から2000年に至る30年間の世帯数の変化を見ると､最も増加が高いのが､.戸狩駅

前を含みもともと非農家世帯を多く含んでいた大深集落であり､逆に減少率が最も商いのが山沿い

だがスキー観光には直接的に関与してこなかった三郷集落であるO山沿いの集落だけを選び出して

みると､民宿比率がゼロに近い小境､五菜､三郷の減少率が比較的高く､対照的に民宿比率の高い
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表5 太田地区の世帯数､農家世帯数の変化と民宿経営

集落名 総戸数 農家世帯数 農家率(.2000年) 民宿数(2000年) 民宿比率(2000年) 総戸数増減率(1970-2000)1970 2000 1970 2000

小 境 107 95 100 72 75.8 1 1.1 △11.2

柳 沢 31 27 30 22 81.5 0 0,0 △12.9

玉 東 51 43 47 29 67,4 0 0.0 △15.7

堀之内 18 20 17 ll 55.0 ll 55.0 ll.1

五 荷 25 28 25 18 64.3 18 64.3 12.0

瀬 木 34 29 31 20 69.0 25 86.2 △14.7

蕨 野 54 52 52 43 82.7 34 65.4 △3.7

曽 根 60 56 59 48 85.7 16 28.6 ∠ゝ6.7

三 郷 45 37 42 32 86.5 0 0_0 △17,8

今 井 112 105 100 72 68.6 4 3.8 △6.3

大 深 100 128 60 33 25_8 0 0.0 28.0

農業集落カード等により作成｡

蕨野､北条の減少率は一桁台に収まっており､さらに五荷では世帯数が増加しているOただし､そ

れ以外の集落では､民宿比率の高い瀬木の場合には世帯減少率が10%を越えている｡また､小さな

規模の集落が多いため､わずかな数の増減が比率に大きく反映されてしまう壱いう問題もあるQこ

れだけでは断定が難しいのではあるが､山沿いの条件不利な場所を抱えた集落では､民宿経営が世

帯数減少の歯止めとなったと考えられる｡

これまではスキー客の増加によって農家の生業が確保され､集落規模の維持を図ることができた｡

地域に定住を続けながら､冬季の深い雪の中で生活を送っていくことが可能であった｡しかし､

1990年に入ってからのスキー客の急減と今後の動向が､民宿スキー場の存立を困難にし､ひいては

集落の維持､世帯の維持が困難になって行くかも知れない｡大きく変動する環境に､今後どのよう

に対応するか､地域が､そして個々の民宿がどのように対応するかが重要な課題である0時に次の

二点が重要であると考える｡

第一に､縮小するスキー市場の中で､少しでもシェアを確保するためには､スキ-場 としての戦

略再構築が必要であるO戸狩スキー場は､農家民宿によるスキー場として､安さと素朴さを売り物

にして発展してきた｡しかし､出発時点から半世紀近い時間が過ぎ､人々の生活様式とニーズも大

きく変わっていったo斑尾高原に行くスキー客と戸狩温泉スキ-場に来る客は､求めるものが違うo

斑尾のやり方が再構築のモデルとなるわけではない｡民宿の ｢素朴さ｣を､現在の都市生活者を対

象にしてどのように形にするかが問題となる｡これについては､恐らくは､二分化して行かざるを

得ないであろう｡一つは､実質本意で低価格のサ-ビスを提供する方向に｡もう一つは､伝統的な

農村生活という枠を維持しながら､都会人を対象に､都会にないものを良質なサービスとして提供

していく方向にo縮小する市場の中でシェアを維持するためには､1)ピーターを確保することが不

可欠であるOそのためには､旅行客をタイプ化して把握し､そのニ-ズを把握し､それぞれのタイ

プに合わせたサービスを提供することが必要となる0

第二は､スキーシーズンに特化した観光を見直して､通年観光化-と転換していく努力である0
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飯山市では､1994年よりグリーン･ツ-リズム事業を始めた.戸狩でも約50軒の宿が夏期の自然観

察教室を受け入れてお り､2003年度は30校から訪れ､延べ宿泊日数が15,000日となった｡(ll)これ以

降､冬季の観光客の減少を､夏期の観光客の増加で補ってきた｡しかし､どのスキー観光地でも同

様な問題を抱えている以上､通年観光化という動向は拡大していく｡それとともに､観光地間の競

争も激しくなってきている｡競争に生き残るためには絶えざる努力が必要となる｡(1)良質な自然環

境の維持と美しい農村景観の維持､(2)一年を通したサービス ･プログラムの整備 と新しいメニュー

の開発､この二つが必須になる｡そのためには､地域全体でのバ ックアップが必要となるだろう｡

戸狩のスキー観光も始まって50年近 くがたち､民宿経常も二代目から三代 目へと入る家も現れて

きている｡また､代替わ りに当たって後継者の確保できないところも現れてきているという｡民宿

の数の減少は､経営者の高齢化 と後継者確保の困難によってさらに進行 していくと考えられる｡今

後は通年観光に対応した専業的民宿だけが残っていくであろう｡しかし､通年化 してい く戸狩観光

にとっては､地域の自然環境と農村景観が必須の資源であり､今後の農業と同様に集落 ぐるみの取

り組みが必要となるであろう｡

追

(1)長野県観光課 『観光地利用者統計調蜜結果』による｡この調査においては､調査地点ごとに観光客数を概算

で調べる｡観光客の調査方法は一定していない｡ある施設の訪問客数､宿泊客数等､多様である｡複数の施設

を訪れる観光客はいるから､調査地点ごとの数値を加算すれば､当然､二重､三重に訪問客が計算されてしま

う｡さらに､調査地点が増えれば､観光客も突然に増える｡それゆえ､数字から正確に何が言えるかな述べる

ことは難しいQただ､同一方式で調査した岡一地点の数字は意味を持つだろう.また､調査地点は時間ととも

に増えていると推定できるので､観光客の総数が減少傾向であるということは､本当に減少していると推定で

きる｡

(2)飯山市全体のスキー場開発に関しては､飯山市証編罫委員会 『飯山市託 ,歴史編 (下)』(1995)を参考にし

た｡

(3)主として､『飯山市諾意･歴史編 (下)』によるo

(4)菅平方式の説明については､『長野県百科事典 (補訂版)過(1981､信濃毎日新聞社)による｡

(5)飯山市､野沢温泉村､木島平村は､2003年2且に合併問題研究会を発足させた｡しかし､スキ-場問題で合

意が得られず､木島平村は自立の選択をし､研密会は2004年3月に解散した｡飯山市と野沢温泉村は､同年7

月に法定合併協議会を発足させ､2自治体での合併協譲を進めていった｡しかし､これも､2004年12月に野沢

温泉村で行われた住民投票が反対多数との結果になったため､解散せざるを得なくなった｡

(6)1949年の襲販売額は74万円､1951年に100万円を越し､1955年には439万円となったO数字は､戸狩観光協会

『三十五周年記念誌 汗涙の莱』(1994)による｡なお､戸狩スキー場開発の過程については､この本の他に､

戸狩観光株式会社 『二十周年記念誌 無より有へ』(1980)を参考にした｡

(7)先に述べたように､スキー場の地籍名は戸狩ではなく､戸狩はJR駅周辺の地名である?『無より有-』p.24
によれば､地元には戸狩とすることに抵抗もあったようである｡また､同番に､戸狩を名乗るについては､戸

狩の集落に了解を求めたとあるO

(8) 『汗涙の莱』p.56

(9)1978年頃､｢35プロジェクト｣というスローガソが使われた.観光客を35万人に増やそうという計画であった

が､10年のうちに達成されたことになるoなお､図2､図3は､戸狩観光協会の資料より作成したo

(10) 『汗涙の莱』p.53

(ll) 関係者-の聞き取り調査によるO
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